
理学部専門科目を含めた CAP 制の導入について  

【ご意見・ご要望】（投稿日：2019年 10月 3日） 

 

「理学部科目の履修における CAP制の導入について」に対するご回答等を踏まえて以下(a)、

(b)のように要望します。 

 

(a)理学部専門科目等を含めた CAP 制の導入に関する検討について、現在の検討状況を学生

に対して公表するとともに、検討が進むごとにその内容を学生に対して公表されますよう

要望します。 

 

(b)理学部専門科目等を含めた CAP 制の導入について、学生意見箱やその他の手段を通じて

学生からの意見・要望等を受け付け、それに対して回答し、また可能な限り応えられますよ

う要望します。 

 

また、理学部専門科目等を含めた CAP 制（以下「CAP 制」）の導入の具体的内容について、

私個人の意見として以下の通り要望します。 

 

(1)CAP 制の導入の目的について、本部系の部局からは「単位当たりの学修時間の確保」が

挙げられているようですが、CAP制を導入しても本質的な学修効果につながるとは思われず、

どうにも「教務改革を行った」という”アリバイ”のための理由づけにしか感じられません。

したがって、このような理由での CAP制の導入については私は反対します。しかしながら、

学生が無理な履修計画を立てて計画倒れに終わり、取得できなかった分の単位を取り戻す

べくまた無理な履修計画を立てるような事態を避けるための履修指導の一環として導入す

るのは賛成です。 

以上を踏まえ、CAP 制を導入するのであれば、「単位当たりの学修時間の確保」のような意

味があるのかどうか不明瞭な理由を採用せずに、学生の無理な履修計画の防止として導入

されますよう要望します。 

 

(2)集中開講科目と卒業要件に算入しない科目（専門基礎科目として扱わない他学部科目を

含む）については CAP 制の対象外とされますとよう要望します。 

 

(3)CAP 制の上限については、せめて現在の全学共通科目の履修上限である 1期 34単位を下

回らないよう要望します。 

 

(4)京都大学通則第 18 条の 3 第 2 項の「特に学業優秀と認めた学生その他特別の必要があ

ると認めた学生」の条件について、1回生については入学試験に合格したことをもって「学

業優秀」とみなし、2回生以上については授業料免除の学業基準のうち取得単位総数につい

ての基準をみたしてなおかつ評価が「A+,Aあるいは Bの単位数≧(取得単位総数についての

基準の半分)」である学生を「学業優秀」とみなし、その他事情のある学生についても柔軟



に「学業優秀」あるいは「特別の必要がある」と認められますよう要望します。（また、そ

れに伴って成績通知の時期を再検討されますよう要望します） 

 

以上、よろしくお願いいたします。 

 

 

令和元年 12 月 20 日付の京都大学理学部規程の改正について  

【ご質問・ご要望】（投稿日：2019年 12月 27日） 

 

令和元年 10 月 3日付「理学部専門科目を含めた CAP制の導入について」に対するご回答が

まだなので入れ違いになるかもしれませんが、令和元年 12 月 20 日付の京都大学理学部規

程の改正等について、以下の通り質問・要望いたします。 

 

1．京都大学理学部規程に追加された第 5条の 2の「別に定める」とはどのように定めるこ

とを想定あるいは予定されているのでしょうか。 

 

2．当該改正はどのような手続きや議論を経て決定されたのでしょうか。もし会議等を経た

のであれば、その議事録の開示も求めます。 

 

3．「理学部専門科目を含めた CAP 制の導入について」の回答準備状況について確認の上、お

知らせ願います。 

 

以上、よろしくお願いいたします。 

 

 

【回答】（回答日：2020年 1月 30日） 

（理学部） 

 

CAP 制へのご意見をありがとうございます。CAP制を新たに導入する場合に大前提となる

のは、CAP制は年次進行で導入されるため、現在の在籍者には適用されないということです。

まずこの点をご理解ください。 

質問者さんからいただいた４点のご要望は、在籍学生からのご意見として、今後の検討の

参考にいたしますが、現時点では各学年、各セメスター期の上限単位数のみ決定しており、

ご質問にあった「別に定める」内容については検討が十分に進んでおらず、個々の要望につ

いての回答はできかねます。今回は手続きに時間がかかる理学部規程の改正を先にして、

「別に定める」内容については、もう少し時間をかけて議論しています。 

なお、各セメスター期の上限単位数は、CAP制導入に係る全学方針の下、全学の教育制度

委員会で 30 単位に決定されましたが、理学部では教育理念の「緩やかな専門化」を実現す

るため 1 回生のみ 34 単位にするよう主張しました。しかし、議論の結果、1 回生の前期の

み 34単位とすることになり、理学部でも承認されました。 


